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各　位

平成１５年１２月５日


　　　　　　日本ゼオン株式会社


取締役社長　古河　直純
（訂正）弊社徳山工場および水島工場の操業再開について

　本日開示いたしました「弊社徳山工場および水島工場の操業再開について」に誤りがございましたので、下記（下線部分）のとおり訂正いたします。

記
（訂正前）

　　弊社徳山工場および水島工場は、11月21日付けで経済産業大臣より、高圧ガス保安法に基づく保安検査不備により行政処分を受け、安全確認のため両工場の関係設備の操業を停止し、関係する県当局の立ち入り検査を受けておりましたが、１２月５日に、山口県より、徳山工場が安全であることの確認を頂きましたので、順次操業を再開いたします。なお、水島工場につきましては、すでに岡山県より安全の確認を頂き、操業を再開いたしております。

　本件に付きましては、関係当局、地元の皆様をはじめとする多くの方々に多大なご迷惑をお掛けしましたことを、改めて心からお詫び申し上げます。
弊社といたしましては、今回の保安検査不備は、法令遵守に対する意識が不十分であったことと、検査組織および検査管理組織が充分機能しなかったことによるものと判断いたしております。再発防止に関しましては、徹底した社内調査を基に改善計画を立案し実行に移しておりますが、その主要なものは以下の３点であります。

　１．コンプライアンス（遵法精神）の教育と徹底

本社，及び各工場にコンプライアンス委員会を設置し、遵法精神の教育を実施いたしました。今後継続的にコンプライアンスの教育を進めると共に、定期的に監査をおこない、実施状況を確認します。

２．緊急遮断弁検査方法の改善

緊急遮断弁検査の業務フローを改善すると共に、使用する帳票類を改善し、検査の抜け防止を図りました。具体的には、検査の計画段階及び実施段階に、検査部門のみならず運転部門と運転計画立案部門が関与させ、抜け防止を図る仕組みへ変更いたしました。

３．検査監査体制の改善

検査が適正に実施されていることを確実にするため、検査結果を確認する検査管理組織の増員を行いました。更に、本社環境安全品質部に「特別監査チーム」を設置し、工場外からの眼でも、検査実施の的確性が判断できる体制といたしました。

今後は一層、安全の確保と環境保護に努め、関係当局、地域社会をはじめ関係各位の信頼回復に全力を尽くす所存で御座いますので、ご理解、ご指導とご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。
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（訂正後）

弊社徳山工場および水島工場は、11月21日付けで経済産業大臣より、高圧ガス保安法に基づく保安検査不備により行政処分を受け、安全確認のため両工場の関係設備の操業を停止し、関係する県当局の立ち入り検査を受けておりましたが、１２月５日に、山口県より、徳山工場が安全であることの確認を頂きましたので、操業再開の準備作業に取り掛かることに致しました。なお、水島工場につきましては、すでに岡山県より安全の確認を頂き、操業を再開いたしております。

　本件に付きましては、関係当局、地元の皆様をはじめとする多くの方々に多大なご迷惑をお掛けしましたことを、改めて心からお詫び申し上げます。
弊社といたしましては、今回の保安検査不備は、法令遵守に対する意識が不十分であったことと、検査組織および検査管理組織が充分機能しなかったことによるものと判断いたしております。再発防止に関しましては、徹底した社内調査を基に改善計画を立案し実行に移しておりますが、その主要なものは以下の３点であります。

　１．コンプライアンス（遵法精神）の教育と徹底

本社，及び各工場にコンプライアンス委員会を設置し、遵法精神の教育を実施いたしました。今後継続的にコンプライアンスの教育を進めると共に、定期的に監査をおこない、実施状況を確認します。

２．緊急遮断弁検査方法の改善

緊急遮断弁検査の業務フローを改善すると共に、使用する帳票類を改善し、検査の抜け防止を図りました。具体的には、検査の計画段階及び実施段階に、検査部門のみならず運転部門と運転計画立案部門が関与させ、抜け防止を図る仕組みへ変更いたしました。

３．検査監査体制の改善

検査が適正に実施されていることを確実にするため、検査結果を確認する検査管理組織の増員を行いました。更に、本社環境安全品質部に「特別監査チーム」を設置し、工場外からの眼でも、検査実施の的確性が判断できる体制といたしました。

今後は一層、安全の確保と環境保護に努め、関係当局、地域社会をはじめ関係各位の信頼回復に全力を尽くす所存で御座いますので、ご理解、ご指導とご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。
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